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細
　

川
　

亮
　

一
　

教
　

授
　
略
　

歴

	

　
　
　

生
年
月
日　

昭
和
二
二
年
一
〇
月
四
日

昭
和
四
十
五
年　

五
月	

東
京
大
学
文
学
部
卒
業

昭
和
四
十
七
年　

三
月	

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
哲
学
専
門
課
程
修
士
課
程
修
了

昭
和　

五
十
年　

三
月	

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
哲
学
専
門
課
程
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

昭
和　

五
十
年　

四
月	

山
口
大
学
文
理
学
部
講
師

昭
和
五
十
二
年　

四
月	

山
口
大
学
文
理
学
部
助
教
授

昭
和
五
十
四
年　

四
月	

九
州
大
学
文
学
部
助
教
授

平
成　
　

五
年　

五
月	
九
州
大
学
文
学
部
教
授

平
成　

十
二
年　

四
月	
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
院
教
授

平
成
二
十
四
年　

三
月	

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
院
を
定
年
に
よ
り
退
職

平
成
二
十
四
年　

四
月	

九
州
大
学
名
誉
教
授

非
常
勤
講
師　

東
北
大
学
、
新
潟
大
学
、
東
京
大
学
、
大
阪
大
学
、
神
戸
大
学
、
山
口
大
学
、
熊
本
大
学



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
　

川
　

亮
　

一
　

教
　

授
　
　

業
　

績
　

目
　

録

単
　
　
著

1　
『
意
味
・
真
理
・
場
所	

─	

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
惟
の
道
』	

創
文
社	

一
九
九
二
年　

二
月

2　
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
射
程
』	

創
文
社	

二
〇
〇
〇
年　

二
月

3　
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
入
門
』	

筑
摩
書
房	

二
〇
〇
一
年　

一
月

4　
『
形
而
上
学
者
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』	

筑
摩
書
房	

二
〇
〇
二
年　

一
月

5　
『
ヘ
ー
ゲ
ル
現
象
学
の
理
念
』	

創
文
社	

二
〇
〇
二
年　

九
月

6　
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

物
理
学
と
形
而
上
学
』	

創
文
社	

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

7　
『
純
化
の
思
想
家
ル
ソ
ー
』	

九
州
大
学
出
版
会	

二
〇
〇
七
年　

七
月

8　
『
道
化
師
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
黙
示
録
』	

九
州
大
学
出
版
会	

二
〇
一
〇
年　

六
月

9　
『
要
請
と
し
て
の
カ
ン
ト
倫
理
学
』	

九
州
大
学
出
版
会	

二
〇
一
二
年　

三
月

編
著
書

　
　
『
幸
福
の
薬
を
飲
み
ま
す
か
？
』	

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版	

一
九
九
六
年　

三
月

共
　
　
著

1　
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
「
存
在
と
時
間
」
入
門
』	

有
斐
閣	

一
九
八
〇
年　

八
月

　
　

	

講
談
社
学
術
文
庫	

二
〇
一
一
年
一
一
月

2　
『
ト
ポ
ス　

空
間　

時
間
』（
新
岩
波
講
座
哲
学
七
）	
岩
波
書
店	

一
九
八
五
年　

六
月

3　
『
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
』	
勁
草
書
房	

一
九
八
六
年　

九
月

4　
『
文
化
と
人
間
』	

九
州
大
学
出
版
会	

一
九
八
九
年　

五
月

5　

Phänom
enologie der Praxis	

K
önigshausen	&

	N
eum

ann	

一
九
八
九
年

6　
『
死
』（
現
代
哲
学
の
冒
険
一
）	

岩
波
書
店	

一
九
九
一
年　

三
月



7　
『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』	

世
界
思
想
社	

一
九
九
四
年
一
一
月

8　
『
国
家
を
読
む
』	

情
況
出
版	

二
〇
〇
〇
年　

六
月

9　
『
ヘ
ー
ゲ
ル
以
後
フ
ッ
サ
ー
ル
ま
で
』（
講
座　

近
・
現
代
ド
イ
ツ
哲
学
Ⅱ
）	

理
想
社	

二
〇
〇
六
年　

一
月

翻
　
　
訳

　
　

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
真
理
の
本
質
に
つ
い
て
』（
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
全
集　

第
三
四
巻
）	

創
文
社	

一
九
九
五
年　

七
月

論
　
　
文

1　
「
イ
デ
ー
ン
Ⅱ
」
の
構
造
と
現
象
学	

『
理
想
』
第
四
七
六
号	

一
九
七
三
年　

一
月

2　
『
存
在
と
時
間
』
の
基
礎
構
造	

『
哲
学
』
第
二
四
号　

	

一
九
七
四
年　

五
月

3　

現
象
学
の
再
検
討	

『
情
況
』（
現
象
学
特
集
）	

一
九
七
五
年
一
一
月

4　

ヘ
ー
ゲ
ル
と
フ
ッ
サ
ー
ル	

─
─
「
現
象
学
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て	

『
思
想
』
第
六
二
五
号	

一
九
七
六
年　

七
月

5　

心
理
学
を
越
え
る
道	

『
哲
学
雑
誌
』
第
九
二
巻
第
七
六
四
号	

一
九
七
七
年
一
〇
月

6　
『
パ
ン
セ
』
に
お
け
る
秩
序	

『
山
口
大
学
文
学
会
誌
』
第
二
八
号	

一
九
七
七
年
一
一
月

7　

現
象
学
の
現
象
学	

─
─
『
知
覚
の
現
象
学
』
に
お
け
る
還
元	

『
思
想
』
第
六
五
二
号	

一
九
七
八
年
一
〇
月

8　

カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
け
る
「
理
性
の
事
実
」	

『
哲
学
年
報
』
第
三
九
輯	

一
九
八
〇
年　

三
月

9　

弁
証
法
と
経
験	

『
哲
学
論
文
集
』
第
一
六
輯	

一
九
八
〇
年　

九
月

10　

個
体
と
特
殊
者	

『
哲
学
雑
誌
』
第
九
五
巻
第
七
六
七
号	

一
九
八
〇
年
一
〇
月

11　

実
体
と
主
体	

『
哲
学
年
報
』
第
四
〇
輯	

一
九
八
一
年　

三
月

12　

存
在
論
と
し
て
の
『
存
在
と
時
間
』	

『
哲
学
年
報
』
第
四
一
輯	

一
九
八
二
年　

三
月

13　

形
而
上
学
と
し
て
の
『
存
在
と
時
間
』	
『
哲
学
年
報
』
第
四
二
輯	

一
九
八
三
年　

一
月

14　
『
省
察
』
に
お
け
る
「
私
の
存
在
」	
『
哲
学
年
報
』
第
四
三
輯	

一
九
八
四
年　

二
月

15　

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
形
而
上
学
の
問
題	

『
哲
学
論
文
集
』
第
二
二
号	

一
九
八
六
年　

九
月

16　
“Sein	und	Zeit

”	als	

“Wiederholung

”	der	A
ristotelischen	Seinsfrage	

Philosophisches Jahrbuch,	94.	Jahrgang	

一
九
八
七
年

17　

原
理
理
論
と
し
て
の
特
殊
相
対
性
理
論	

『
哲
学
年
報
』
第
四
七
輯	

一
九
八
八
年　

二
月

18　

転
回
試
論	

『
哲
学
年
報
』
第
四
八
輯	

一
九
八
九
年　

二
月



19　

H
eidegger	und	das	Problem

	der	K
ehre	

Studies in Philosophy,	N
o.5	

一
九
八
九
年　

一
月

20　

転
回
再
論	

『
理
想
』
六
四
四
号	

一
九
八
九
年
一
〇
月

21　

フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ガ
ー	

『
哲
学
年
報
』
第
四
九
輯	

一
九
九
〇
年　

三
月

22　

フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ガ
ー	

『
哲
学
雑
誌
』
第
一
〇
五
巻
第
七
七
七
号	

一
九
九
〇
年
一
〇
月

23　

意
味
・
真
理
・
場
所	

『
哲
学
年
報
』
第
五
〇
輯	

一
九
九
一
年　

三
月

24　

存
在
論
の
基
礎
づ
け	

『
哲
学
』
第
四
二
号	

一
九
九
二
年　

四
月

25　

現
象
学
の
現
象	

『
現
象
学
年
報
』
第
八
号	

一
九
九
二
年
一
一
月

26　
『
存
在
と
時
間
』
か
ら
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
へ	

『
哲
学
年
報
』
第
五
二
輯	

一
九
九
三
年　

三
月

27　
「
詩
人
・
思
惟
者
・
国
家
創
造
者
」
の
三
位
一
体	

『
情
況
』
第
二
期
第
三
巻
第
四
号	

一
九
九
三
年　

五
月

　
　
　
　
（『
国
家
を
読
む
』（
情
況
出
版
）（
二
〇
〇
〇
年
）
に
再
録
）

28　
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
道
具
分
析
の
存
在
論
的
射
程	

『
哲
学
論
文
集
』
第
二
九
号	

一
九
九
三
年　

九
月

29　

存
在
論
と
超
越
論
哲
学	

　
　
　
　

─
─
「
一
般
」
に
定
位
し
た
『
純
粋
理
性
批
判
』
へ
の
接
近	

『
哲
学
年
報
』
第
五
三
輯	

一
九
九
四
年　

三
月

30　

ノ
ー
ジ
ッ
ク
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
論	

『
西
日
本
哲
学
年
報
』
第
二
号	

一
九
九
四
年
一
〇
月

31　

From
	D

e A
nim

a	to	Being and T
im

e	
Studies in Philosophy,	N

o.6	

一
九
九
五
年　

三
月

32　
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
か
ら
『
存
在
と
時
間
』
へ	

『
哲
学
年
報
』
第
五
四
輯	

一
九
九
五
年　

三
月

33　

ギ
リ
シ
ア
哲
学
（
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
の
批
判
的
継
承
と
し
て
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学

　
　
　
　

平
成
五
年
度
〜
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
C	

研
究
成
果
報
告
書	

一
九
九
六
年　

三
月

34　

Phenom
enology	and	M

etaphysics	in	Being and T
im

e	

『
哲
学
年
報
』
第
五
六
輯	

一
九
九
七
年　

三
月

35　

原
現
象
学
と
現
象
学
体
系	

『
哲
学
年
報
』
第
五
七
輯	

一
九
九
八
年　

三
月

36　

K
itaro	N

ishida	and	Phenom
enology	

Bulletin of the Faculty of Letters Kyushu University,	No.23	

一
九
九
八
年

37　

現
象
学
の
論
理
と
現
象
学
体
系	
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究
』
第
四
号	

一
九
九
八
年　

九
月

38　

歴
史
と
し
て
の
現
象
学	

─
─	

悟
性
と
プ
ラ
ト
ン
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』	
『
哲
学
論
文
集
』
三
四
輯	

一
九
九
八
年　

九
月

39　

導
入
部
と
し
て
の
現
象
学	

『
哲
学
年
報
』
第
五
八
輯	

一
九
九
九
年　

三
月

40　
『
存
在
と
時
間
』
の
書
き
換
え
と
形
而
上
学
の
問
題	

『
現
代
思
想
』
第
二
七
巻
第
六
号	

一
九
九
九
年　

五
月

41　

三
枚
重
ね
の
透
か
し
織
り	

─
─	

ヘ
ー
ゲ
ル
現
象
学
の
理
念	

『
哲
学
年
報
』
第
五
九
輯	

二
〇
〇
〇
年　

三
月



42　

第
三
の
も
の
と
し
て
の
光	

『
現
象
学
年
報
』
第
一
六
号	

二
〇
〇
〇
年
一
一
月

43　

道
化
師
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ	

『
哲
学
年
報
』
第
六
〇
輯	

二
〇
〇
一
年　

三
月

44　

ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
動
物
た
ち	

『
哲
学
年
報
』
第
六
一
輯	

二
〇
〇
二
年　

三
月

45　

永
遠
回
帰
の
世
界	

『
哲
学
年
報
』
第
六
二
輯	

二
〇
〇
三
年　

三
月

46　
『
精
神
現
象
学
』
の
三
つ
の
理
念
（
歴
史
、
体
系
の
第
一
部
、
導
入
部
）
と
体
系
の
現
象
学
的
危
機

　
　
　
　

平
成
一
一
年
度
〜
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
C
（
二
）	

研
究
成
果
報
告
書	

二
〇
〇
三
年　

三
月

47　

ハ
イ
デ
ガ
ー
・
プ
ラ
ト
ン
・
新
プ
ラ
ト
ン
主
義	

『
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
研
究
』
第
二
号	

二
〇
〇
三
年
一
二
月

48　
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
に
お
け
る
永
遠
性	

『
哲
学
年
報
』
第
六
三
輯	

二
〇
〇
四
年　

三
月

49　

没
落
と
大
い
な
る
正
午	

『
哲
学
論
文
集
』
第
四
〇
輯	

二
〇
〇
四
年　

九
月

50　

道
化
師
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
黙
示
録	

『
哲
学
年
報
』
第
六
四
輯	

二
〇
〇
五
年　

三
月

51　

超
越
論
的
哲
学
と
形
而
上
学	

『
哲
学
年
報
』
第
六
五
輯	

二
〇
〇
六
年　

三
月

52　

道
化
師
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
黙
示
録
と
し
て
の
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』

　
　
　
　

平
成
一
六
年
度
〜
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
C	

研
究
成
果
報
告
書	

二
〇
〇
七
年　

三
月

53　

純
粋
実
践
理
性
の
根
本
法
則
は
要
請
で
あ
る	

『
哲
学
年
報
』
第
六
六
輯	

二
〇
〇
七
年　

三
月

54　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の
思
弁
的
な
深
さ
と
『
デ
・
ア
ニ
マ
』	

『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究
』
第
一
三
号	

二
〇
〇
七
年
一
二
月

55　
『
存
在
と
時
間
』
第
三
編
「
時
間
と
存
在
」	

『
哲
学
年
報
』
第
六
七
輯	

二
〇
〇
八
年　

三
月

56　

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回	

─
─	

自
ら
作
り
う
る
も
の
の
み
を
洞
察
す
る	

『
哲
学
年
報
』
第
六
八
輯	

二
〇
〇
九
年　

三
月

57　

最
高
善
の
促
進
は
要
請
で
あ
る	

『
哲
学
年
報
』
第
六
九
輯	

二
〇
一
〇
年　

三
月

58　

普
遍
的
法
則
に
な
る
こ
と
を
意
志
し
う
る	

『
哲
学
年
報
』
第
七
〇
輯	

二
〇
一
一
年　

三
月

59　

カ
ン
ト
と
ヒ
ュ
ー
ム
と
現
象
学	

『
哲
学
年
報
』
第
七
一
輯	

二
〇
一
二
年　

三
月

60　

二
〇
世
紀
の
形
而
上
学
（
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）

　
　
　
　

平
成
二
〇
年
度
〜
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
C	
研
究
成
果
報
告
書	

二
〇
一
二
年　

三
月

書
　
　
評

1　

Ｇ
・
パ
ー
ク
ス
編
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ア
ジ
ア
の
思
想
』

　
　
　
　

─
─	

比
較
哲
学
の
可
能
性	

『
理
想
』
第
六
三
八
号	

一
九
八
八
年　

四
月
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Graham
	Parkes(ed),	H

eidegger and A
sian T

hought	
T

he A
sian Journal of Philosophy,vol.	1,	N

o.2,	Sum
m

er	1988.

3　

誰
も
が
出
入
り
で
き
る
「
広
場
の
哲
学
」
へ
の
招
待

　
　
　
　

─
─	

中
埜
肇
『
空
間
と
人
間
』	

『
正
論
』	

一
九
八
九
年　

八
月

4　
M

.	K
usch

著　

記
号
操
作
と
し
て
の
言
語	

対	

普
遍
的
媒
体
と
し
て
の
言
語	

『
學
鐙
』	

一
九
八
九
年
一
一
月

5　

P.	Bricker	&
	R.	I.	G.	H

ughes	

共
編

　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ト
ン
科
学
の
哲
学
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ	

『
學
鐙
』	

一
九
九
〇
年
一
一
月

6　

時
代
の
だ
だ
中
に
あ
る
人
間
と
し
て

　
　
　
　

─
─	
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
『
あ
る
反
時
代
的
考
察
』	

『
週
刊
読
書
人
』	

一
九
九
三
年　

二
月　

一
日

7　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
新
し
い
解
釈
空
間
を
開
く

　
　
　
　

─
─	

山
口
誠
一
『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ギ
リ
シ
ア
哲
学
論
』	

『
創
文
』	

一
九
九
八
年　

九
月

8　

独
自
の
視
点
か
ら
解
釈	
─
─	
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
シ
ェ
リ
ン
グ
講
義
』	

『
週
刊
読
書
人
』	

一
九
九
九
年
一
二
月
一
七
日

9　

ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
射
程	

─
─	『
古
代
哲
学
の
根
本
諸
概
念
』
か
ら	

『
創
文
』	
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〇
〇
〇
年　

一
月

10　
『
存
在
と
時
間
』
そ
の
も
の
を
可
能
に
し
た
洞
察
が
見
出
さ
れ
る

　
　
　
　

─
─	

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
現
象
学
的
解
釈
』	

『
図
書
新
聞
』	

二
〇
〇
八
年　

五
月
二
四
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
提
題

1　

生
活
世
界
の
問
題	

日
本
現
象
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	（
南
山
大
学
）	

一
九
八
〇
年　

五
月

2　

フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ガ
ー	

哲
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	（
東
京
大
学
）	

一
九
八
九
年
一
一
月

3　

存
在
論
の
基
礎
づ
け	

日
本
哲
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

（
甲
南
女
子
大
学
）	

一
九
九
二
年　

五
月

4　

イ
デ
ア
論
と
『
存
在
と
時
間
』	

ハ
イ
デ
ガ
ー･

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	（
早
稲
田
大
学
）	

一
九
九
三
年　

七
月

5　

ノ
ー
ジ
ッ
ク
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
論	

西
日
本
哲
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	（
鹿
児
島
大
学
）	

一
九
九
三
年
一
二
月

6　

現
象
学
の
可
能
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九
州
大
学
哲
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	（
九
州
大
学
）	

一
九
九
九
年　

九
月

7　

第
三
の
も
の
と
し
て
の
光	
日
本
現
象
学
会
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ	（
関
西
大
学
）	

一
九
九
九
年
一
一
月

8　

ハ
イ
デ
ガ
ー
・
プ
ラ
ト
ン
・
新
プ
ラ
ト
ン
主
義	

新
プ
ラ
ト
ン
主
義
協
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	（
東
北
大
学
）	

二
〇
〇
〇
年　

九
月

9　

純
化
の
思
想
家
ル
ソ
ー	

九
州
大
学
哲
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	（
九
州
大
学
）	

二
〇
〇
六
年　

九
月

10　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の
思
弁
的
な
深
さ
と
『
デ
・
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ニ
マ
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本
ヘ
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ゲ
ル
学
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シ
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ポ
ジ
ウ
ム	（
東
京
理
科
大
学
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二
〇
〇
六
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